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1。はじめに   

本研究では地域の移動利便性を視覚的に表す方法とし  

て“時間距離綱”を提示し、その作成例と作図可能の必  

要条件を示す。移動利便性に関する指標は時間的な視点  

による指標から金銭的な視点によるものまで様々にある  

が、ここでは公共交通機関による都市間の最短所要時間  

（時間距離と呼ぶ）を指標として取り上げ試論する。   

従来、時間距離による地域の移動利便性の図化は出発  

点からの所要時間で表すことでなされてきた。例えば、  

Mck印Zid1933）はシカゴとアメリカ国内各地の関係を地理  

的な方向と時間距離に比例する長さで表した。他の地域  

の同様の方法による図を含め、従来の図化は一都市対複  

数都市の視点に立っているが、本研究では複数都市間の  

面的な関係を表現する。   

2。晴間距溌腰の定義と作図規則   

いくつかの都市および都市間の接続関係を考える。そ・  

して都市を点で、接続関係を辺としてグラフを構成す  

る。ここで辺を時間距離に比例する長さで表現した図を  

時間距甜綱と定義する。   

木グラフならば必ず時間距離綱は作図でき、Mckenzie  

等による従来の図はその一例と位置づけられる。一方、  

都市の数が4以上の場合での完全グラフは特殊な場合を除  

いて作図できない。しかし本研究の目的は複数都市の相  

互関係を表すことなので、以下で提示する規則によって  

完全グラフから辺を削除し、時間距離綱を作図する。   

まず接続関係にある都市a，b間の時間距排を1（ab）と書こ  

う。匝l路を持つグラフで時間距離桐が作図不能になる基  

本的な場合として三角方程式を満たさないときがある。  

すなわち三郎†軋b，Cが互いに辺で結ばれているときに、  

関係1（ab）＋l（bc）＜1（ac）が成立する場合である。このよう  

な場合は都市aからcへの長短経路がbで乗り換えをすると  

きに、所卿寺閃にab聞及びbc間の時間距離だけでなく 

の待ち時間も加わるためおきる。そこで規則としてこの  

場合には辺acを描かないことにし、辺列abcはbで自由に  

折り曲げて描けるとする。これを一般化し、規則を以下  

のように与えることにした。  

古跡 浩 KOTO‖ Hiro＄hi   

ではこの規則によっても作図できない場合が多い。   

3。作図例   

関東・中部地方の各都県から人口順に二都市（主要駅）  

を取り出し、計32都市で時間距柾網を作図した。都市間  

の時間距離ほ市販ソフトウエア“駅スパート全国版”げア  

ル研究所）を利用して求めた。但しこのソフトウエアは時刻  

表を記憶せずに近似計算をするプログラムであること、地  

方交通線では不完全な点が多いことから、次の確認作業を  

行った。川航空機や特急列草間の乗り換え待ち時間は時  

刻表で確認。（21待ち時間の算出法がソフトウエアでほ不  

透明なので（1）以外の乗り継ぎは10分とし、航空機は20分  

とする。（3）普通列車で60分以上の来車は快速列車がない  

か時刻表で確認。   

経由地を調べ、規則によって辺を除いた結果、辺数は52  

本となった。対象地域と残った辺の地理的な関係は図1に  

表わされる。   

図1に対応する時間距馳網を作図した結果が図2である。  

任意の二都市間の時間距嫌は辺長の合計で与えられてい  

る。図2と図1の比較によって例えば次がわかる。  

・この地域の地理的な意味で中央に位置するのは松本市  

や甲府市だが、時間距嫌網で見ると中央に位置するのは東  

京と名古屋市になる。  

・新潟市は地理的には東京に遠いが、図2で見ると移動  

利便性は足利市並によい。   

これらは常識的なことかもしれないが、このように視覚  

的に表した例はこれまでない。また位置に多少の自由があ  

るので、形はこれに限るわけではないが、図1とは全く異  

なる移動利便性に関する構造が明らかになった。   

4。作図可能の必要条件   

前節で試論した規則によって時間距離網を必ず描けると  

は限らない。ここでは作図可能に関する二つの必要条件を  

捷示する。第一の灸件は点と辺の接続関係に関する条件で  

ある。点（都市）の位置は二次元上に決めていくので、常  

に二本以下の辺の制約で点の位置を決定できるようでない  

と作図できない。三本以上の辺によって点の位置が決定で  

きる場合もあり得るが、それは特殊な場合である。対象と  

する地域から部分を取り出したときに、その点の数を∨、  

点間を結ぶ辺の数をEとおけば、点と辺の接続関係に関す  

る作図可能の必要条件は以下に番ける。  

n偶の都市al，a2，…，恥に関する時間距経で  

】（alaヱ）＋1（a2む）＋1（和む）＋…＋l（恥．Hh）＜‡（a】‰）  

ならば辺ala．，は描かない。  

この規則による時間距離綱では、任意の二部市岡の時間  

距離は、乗り換え時間を別として二部市問を結ぶ最短の  

辺列の長さで表されるという特徴を持つ。   

経験的には道路交通も公共交通も経路は限られている  

ので、この規則によってかなりの場合作図が可能とな  

る。一方飛行械による移動が中心になるような広域交通  

対象地域から任意の部分を取り出したときに必ず  

2V一正－3≧0  

が成立する。   

なお作図時の点と辺の関係として三点を六辺によって決  

める場合、五点を十辺によって決める場合などもあるが、  

この条件はそれらを含んでいる。  
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第二の条件は辺の長さに関する条件である。図3は接続  

関係に関する条件を満たしているが、辺の長さが足り  

ず、描き順に関わらず作図できない。ある一点の回りの  

関係を図4のように－・般化して表せば辺の長さに関する  

作図可能の必要条件は以下となる。二  

てについて成立しなくてはいけない。   

二つの条件がともに満たされればゼ、ず作図できるかは  

まだ明らかではなく、必要十分灸件の研究は今後の課題  

である。しかし著者の経験として、これまで描けなかっ  

た時間距離綱は上記の条件を満たさないものだけであ  

り、これら二つは基本的な条件と思われる。   

5．おわりに   

本研究では複数都市間の関係を視覚的に表す時間距離  

網という考え方を提示し、その作成例を提示した。また  

時間距離綱を作図するための必要条件も示した。   

時間距離網のイメージは入管それぞれに漠然と持って  

いると考えられるが、直感的には作図が不可能なので、  

一都市対多都市のもののみだったと思われる。   

今後の課題として以下の問題を考えていきたい。（1）示  

した必要条件では点の数が多い場合、計算に時間がかか  

り軍用的ではないので条件をより洗練す為。（2作図可能  

のための必要十分条件を求める。（3）時間距離にこだわら  

ず、この作図法が使える応用分野を追求する。  
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なお、点の回りの回路の取り方が複数ある場合はその全  

新潟  

宇都宮  

千葉  横浜   

ここを繋ぐと  

他が離れてしまう  

0   50 100  

l・l！1km  
図1関東及び中部地方の都市の地理的位置と時間距離  

図4 一点の回りの辺の長さ   図2 関束及び中部地方の時間距離網  
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